
 

令和８年度 研究計画書 

令和 8 年 4 月 13 日 

研究種目 

研究課題名 

研究課題番号 

成長戦略研究 

「ニホンジカ出没に関する時系列予測手法の開発」 

2025006番 

研究代表者 安田泰輔 

研究期間 令和 7 年～令和 9 年、  今年度は2年目/3年計画 

研究分担者 所内：武田和也・水村春香・渡辺拓

実（富士山科学研究所） 

所外：中村圭太（人間環境大学） 

研究 

協力者 

所内： 

 

所外：  

施 

策 

関 

連 

山梨県 

科学技術 

基本計画 

成長促進分野 ④質の高い地域環境の保全・活用と健康増進分野 

取組項目 
自然資源の保全及び適正な活用に関する研究 

県民生活における安全・安心の確保に関する研究 

山梨県 

総合計画 

戦略 3・政策 3・施策 14 生物多様性に富んだ自然共生社会の推進 

戦略3・政策3・施策15 野生鳥獣の適正な管理の推進 

その他 

部門計画 

[山梨県環境基本計画] 生物多様性・自然環境の保全、富士山および周辺地域の良好な環境

の保全、野生動植物の保護と適正な管理の推進 

[世界遺産富士山包括的保存管理計画]（1）・イ）自然環境の変化への対応、ウ）生物多様性

への対応 

[やまなし生物多様性地域戦略]行動目標1-8野生鳥獣の保護・管理を行う 

研究の背景・ 

ニーズ 

 

富士山の生態系においてニホンジカ（以下シカと呼ぶ）の影響は深刻化している。シカ

は下層植生の採食や特別天然記念物ニホンカモシカとの競合に加え、富士山の代表的な植

物であるオンタデの 80%以上を採食しており、その影響は高山帯に広がっている。このた

め、富士山の生物多様性保全においてシカの管理は喫緊の課題となっている。 

シカの影響を軽減するためには、シカの出没を予測し、必要な管理・活用を進めること

が重要である。特にシカ出没の時系列予測（ここでは近い将来の予測を指す）ができれば、

特定地域の集中的な捕獲やジビエの供給安定化が期待される。富士北麓では野生動物管理

に向けて IoT センサーカメラから構成される生態観測ネットワークを開発してきた。この

観測網はリアルタイム性に優れ、即時的にシカ分布を把握できる。現在、観測網から時系

列予測に必要な観測データが蓄積されており、シカ出没の時系列予測が可能になりつつあ

る。 

さらにシカに関する情報を多様な主体と共有し、活用することで地域全体のシカの管

理・活用が推進されると期待される。そのためには、自治体や民間団体、企業等と連携し

てデータを利用できる仕組みが必要であり、シカ管理のためのインフラストラクチャーと

しての観測機器の整備・開発、予測情報や捕獲情報、シカ管理の理解を促す学習教材など

多様な情報の流通を通じて、地域全体でデータ連携を進めることが重要となる。 

シカの出没予測及びデータ連携による社会実装はシカの管理・活用を推進しつつ、富士

山の生物多様性保全にも貢献できると期待される。 

研究目的 

 

本研究では、生態観測ネットワークから得られる観測データを用いてシカ出没に関する時

系列予測手法を開発し、シカに関する諸情報を効率的に使用するためのデータ連携を推進

する。 



研究目標 

 

目標 1. シカ出没の時系列予測手法の開発：リアルタイムな観測体制を維持管理し、時系

列予測に使われる深層学習モデルを中心にシカ出没に関する時系列予測手法を開発・構築

する。 

目標2. シカに関するデータ連携の推進：自治体や民間団体、企業等と円滑にデータを使

用できるよう、必要とされる情報を把握し、予測・捕獲情報の可視化と共有、学習教材

の作成、観測機器の開発などデータ連携に必要な要素技術の整備を進める。 

研究全体の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究体制 

(共同研究において

は、その必要性、

研究分担者の役割

を記入) 

概要 

深層学習を用いたシカ出没に関する時系列予測手法を開発し、近い将来の出没状況の予

測を行う。シカ管理に円滑に使用するため、必要とされるニーズを把握し、予測・捕獲

情報の可視化や学習教材の作成、観測機器の開発など要素技術の整備を進め、データ連

携を図る。観測システムの開発・運用は生物統計学専門の安田研究員が担当し、シカ出

没要因の解釈は哺乳類専門の中村研究員、狩猟関係者と調整は中村研究員と水村研究

員、観測機器の調整等を武田研究員が担う。それぞれが異なる専門であるからこそ、新

しいシステムの開発と運用が進められている。 

 

前年の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究成果 

（初年度の場合は

事前調査内容など

を記入） 

目標1. シカ出没の時系列予測手法の開発：リアルタイムな観測体制の維持および観測デ

ータの集積、人工衛星等の情報蓄積を図る ⇒ リアルタイム観測体制の維持およびデ

ータ蓄積のためのプログラムの作成を進め、シカ出没状況及び人工衛星等の蓄積を進め

た。 

目標2. シカに関するデータ連携の推進：狩猟およびジビエ等の関係者らと情報交換を行

い、予測・捕獲情報の可視化と共有を図る ⇒ 狩猟関係者と共有するシカ出没マップ

を作成し、公開した。 

今年度の 

研究実施内容 

（研究計画・ 

研究方法） 

ならびに期待さ

れる研究成果 

目標1. シカ出没の時系列予測手法の開発：時系列予測を行う深層学習モデルを導入し、

観測データを用いてシカ出没の時系列予測手法の予備的解析を実施する。 

目標2. シカに関するデータ連携の推進：引き続き狩猟関係者と調整を行い、情報共有す

るマップについてアプリ開発及びUI等の調整を進める。 

最終的に 

期待される 

研究成果 

〇「シカ分布予報」の提供：近い将来の出没を予報として関係団体に提供することで、捕

獲効率の向上やジビエの安定供給の実現などシカの管理・活用を推進し、同時に富士山に

おける生物多様性の保全を推進できる。 

〇安全管理情報の発信：観測網の維持管理により、シカだけでなくクマの出没など安全に

関する情報を提供できる。 

〇高い拡張性：観測網を拡張することで、県内各地で同様の情報提供が可能であり、将

来的に様々な地域での導入が期待される。 

 

 


